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アウトカム 指標 目標

第４期奈良県がん対策推進計画中間評価について
ロジックモデルとは?
原因と結果の因果関係の論理構造図。平たく言えば「何のために、何をする（右から左に向かう矢印）」
「何をすることで、何をもたらすか（左から右に向かう矢印）」を示している。 右から考える

中間
アウトカム 指標 目標

施策
アウトプット
（個別施策）

指標 目標

出典：令和７年第２回奈良県がん対策推進協議会
「ロジックモデルを活用したがん対策推進計画の中間評価について」一部改変

中間アウトカムを達成するために
誰が何をしなければならないか

○○を（施策）
これだけやった結果
【アウトプット】

分野アウトカムを達成するために
必要な「状態」

施策の結果により、人の行動・医
療現場・地域に生じた変化

【アウトカム】

住民・患者状態

患者さんのあるべき
「状態」

人の行動・医療現場・地域
が変わったことにより、患
者の状態に起きた変化

【アウトカム】

何をもって
成功したと
するのか
【指標】

そのために

目指す到
達点は
【目標】

そのために

だから
こうなる

だから
こうなるこの影響【インパクト】

資源
インプット

⓪ ニーズ評価
（必要性評価）

満たされていないニーズ(アウトカムとして満たされていない事項)を確認

①セオリー評価
（整合性評価）

目的（中間アウトカム・分野アウトカム）と活動（施策）の内容および指標の論理整合性（つながり）を確認

②プロセス評価
（実行評価）

決めたことを実行したか（個別施策の実施状況と指標）を確認

③インパクト評価
（効果評価）

アウトプット（個別施策の結果）がアウトカムに効果をもたらしたかを確認

【例】
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